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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　出入りが制限された建物の中に設置された主制御器と、前記建物の外から操作が可能な
携帯端末とを備えた電力系統監視制御システムであって、
　前記携帯端末には、
　当該携帯端末の位置情報を取得する位置情報取得手段と、
　電力系統を監視制御するための入力操作を受付けると、当該入力操作に応じた制御コー
ドとともに、当該入力操作を行った際の当該携帯端末の位置情報を前記主制御器に送信す
る送信手段とが設けられ、
　前記主制御器には、
　前記電力系統を構成する複数の機器のそれぞれに対応して設定された監視制御操作可能
領域を示す情報を保持する操作可能領域情報保持手段と、
　前記携帯端末から前記制御コードを受信すると、前記操作可能領域情報保持手段が保持
する監視制御操作可能領域を示す情報の中から、前記受信した制御コードに対応する機器
の監視制御操作可能領域を示す情報を読み込み、読み込んだ監視制御操作可能領域を示す
情報と、前記制御コードとともに送信された位置情報とを照合する操作条件照合手段と、
　前記操作条件照合手段による照合結果に基づいて、前記制御コードが有効か否かを判定
し、有効と判定した場合に前記制御コードによる監視制御を実行する監視制御手段とが設
けられていることを特徴とする電力系統監視制御システム。
【請求項２】
　前記監視制御操作可能領域を示す情報は、前記複数の機器のそれぞれが設置された施設
あるいは前記複数の機器のそれぞれを管理する施設の境界の位置を示す情報であり、
　前記操作可能領域情報保持手段には、前記施設に対応するセキュリティレベルの情報が
保持され、
　前記操作条件照合手段は、前記セキュリティレベルに応じて前記境界の位置を示す情報
を修正し、修正後の情報と前記送信された位置情報とを照合することを特徴とする請求項



(2) JP 2013-223266 A5 2014.9.4

１に記載の電力系統監視制御システム。
【請求項３】
　前記操作可能領域情報保持手段には、前記施設の構造に関する情報と、前記施設の高度
に関する情報が保持され、
　前記操作条件照合手段は、前記施設の構造に応じて、前記施設の高度に関する情報と前
記送信された位置情報とを照合することを特徴とする請求項２に記載の電力系統監視制御
システム。
【請求項４】
　前記操作可能領域情報保持手段には、前記複数の機器のそれぞれに対応して設定された
監視制御操作可能日時を示す情報が保持され、
　前記操作条件照合手段は、前記監視制御操作可能日時を示す情報と前記制御コードを受
信した日時とを照合することを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の電力系
統監視制御システム。
【請求項５】
　前記主制御器には、前記操作条件照合手段による照合の履歴を記録する照合履歴記録手
段が設けられていることを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の電力系統監
視制御システム。
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